巨大 動脈 窟 を 摘出 し 、 血管 を 繋げ る 術 式 。 基本 は 動脈 交 
と 同じ だ が 、 こち ら は 血管 が 3 本 に な っ て いる た め 、 患部 岳 
出 後 の 処置 が 変わ る 。 ま た 、 窟 の 成長 具合 に よっ て 、 必要 と 
する 収縮 剤 の 量 が 増え 、3、 4 回 投与 し な けれ ば ガイ ドラ イ 
ン が 表示 され な いと さも ある 。 

交 摘 出 後 は 、 血管 周辺 に ある 血 だ まり を 吸引 し 、 追加 トレ 
イ の 人 工 血 管 を 3 本 の 血管 に 繋が る よう に 中 央 に 配置 し よ 
』 配置 位置 が 違う と 「Miss」 に な り 、 人 工 血管 が 追加 トレ 
イ に 戻っ て や り 直し に な る 。 人 工 血 管 を 正しく 配置 し た ら 、 


ガイ ドラ イン を 表示 きせ た ら 一 気 に な が ずる 
う 。 効 果 が 切れ る と 収縮 剤 栓 提 か が や 
別 | り 直し に な り 、 評価 も 下 が 。 


ぁ 使用 器具 の ぁ 評価 ポイ ント 


総 胆管 を 流れ る 胆石 を 特定 し て 粉砕 する 術 式 で 、 - 胆 寺 摘 
出 の 処置 と 平行 し て 行なう 。 胆 石 は 胆 枝 か ら 一 定 間隔 で 流 
邊 EE くる の COY 王 コロー で 胆石 を 表示 させ て レー ザー で 粉砕 し 
よう 。 胆 石 に は 小 と 大 の 2 種類 が あり 、 大 を 粉砕 する に は 一 
定時 間 レ ー ザ ー ー を 照射 し 続け る 必要 が ある 。 胆石 の 処置 を 
怠り 、 十二指腸 (画面 下 ) まで 流れ て し まう と バイ タル が 低下 
し 、CHAIN が 切れ て し まう 。 そ の た め 、 胆 寺 と 総 胆管 の あ 
い だ を つね に 確認 し つつ 、 胆石 が 見 えた ら エコ ー で 胆石 を 表 
示さ せ レー ザー を 当て る と いっ た 処置 を 繰り 返す と いい 。 


流れ る 胆石 は 一 定 の タイ ミン グ で うっ す 
ら と 表示 され る た め 、 エコ ー を 使わ な く て 
較 も 胆石 の 確認 は で きる 。 


胆石 は エコ ー で 表示 させ な いと レー ザー 


陳 精 | が 当たら な い 。 胆 要 付近 で 素早 く エ コ 
血管 と の 結合 部 (3 ヵ所 ) を 縫合 し よう 。 3 つ 目 の 縫 合 が 終わ S 


る と 閣 摘 出 後 の 評 価 が な され る 。 な お 、 六 を 切り 離す 処置 。 。 [ 
が 遅れ て 、 問 が 破裂 し て し まっ た 場合 は 、 上 記 の 処置 を ミス 
な く 進 め て も 評価 は Bad」 に な る 。 


極力 、 胆 裏 付 近 で 粉砕 で きる よう に 心がけ 、 胆石 が 発生 し な 
いと き を 見 計ら っ て 、 有吉 摘出 処置 を 進め よう 。 


【 手 順 】 
1 人 @ スキャナ 胆石 の 位置 を 特定 する 
少 と レー ザー 胆石 を 粉砕 する 


評価 ボド 

・ 巨大 動脈 交 を 破裂 させ な い 

・ 正 し い 場所 に 収縮 剤 を 投与 する 

・ 収縮 剤 の 効果 が 切れ る まえ に 巨大 動脈 約 を 切り 離す 

・ 交 を 落と さ ず に トレ イ へ 運ぶ 

・ 人工 血管 を 正しい 場所 に 配置 する 
合 線 の 長 さ が 規定 以上 あり 、 左右 幅 が 正確 

縫合 の 折り 返し の 回 数 が 規定 以上 ある 


【 手 順 】 

1 へ 注射 器 巨大 動脈 交 に 収縮 剤 を 投与 する 
ヽ メ ス ガイ ドラ イン に 沿っ て 交 を 切り 取る 
3 ノ ピン セッ ト 切り 離し た 郊 を トレ イ へ 運ぶ 

候 ( ド レー ン 血 だ まり を 吸い 取る 

駒 ピン セッ ト 人 工 血管 を 配置 する 

6 ぐ 釘 と 糸 血管 の 史 合 部 を すべ て 締 う 


_ 胆 衰 を 摘出 する 術 式 。 胆 衰 に 針 痛 剤 (白色 の 液体 ) を 投与 
する と 腸 衰 の 周辺 に ガイ ドラ イン が 出現 する 。 この ガイ ドラ 
イン は 、 胆 加 の 右上 、 右 下 、 左 半分 、 一 周 分 と 順に 表示 され 
る が 、 1 ブロ ッ ク 分 を 切り 終わ る た びに 血 だ まり が 発生 する 
評価 ポイ ント ( ) の で 、 吸引 を 行ない な が ら な ぞ る 必要 が ある 。 た だ し 、 ほか 
ma ] ' の 術 式 と は 異な り 、 途中 で ガイ ドラ イン が 消え て や り 直 し に 
な る こと は な い 。 そ の た め 、 一 気 に な ぞ る 必要 は な く 、 細か 
く 数 回 に 分 け て メス を 入れ て も か まわ な い 。 総 腸管 を 流れ 
る 胆石 を 確認 し つつ 、 胆石 が 出 な い タ イミ ング を 見 計ら っ て 
メス を 入れ よう 。 胆 豪 の 切り 離し に 成功 し た ら 胆 計 を 回 収 ト 
レイ に 乗せ 、 総 胆管 の 出血 し て いる 部 分 を 縫合 すれ は 処置 
罪 字 』 ちなみに 、 胆 裏 の 摘出 時 の 評価 に は 血 だ まり の 再発 
回 数 も 含ま れ て いる 。 再発 回 数 だ け の 判定 基準 は 15 回 以 

| 下 な ら 「cool」 で 、 1 ー 0 回 は 「Good」 に な る 。 


二 | 血 だ まり 発生 で バイ タル が 減少 する 
が 、 すぐ に 吸引 する 必要 は な い 。 吸引 
| は 腸 誤 岳 出 を 進め る と き に 行 な お う 。 


家 腸 に で きた 虫垂 を 摘出 する 術 式 。 鎮痛 剤 (白色 の 液体) 
を 愚 部 に 投与 する と 虫垂 問 膜 に ガイ ドラ イ ン が 表示 され る の 
(( まず は それ を 切除 する 。 つぎ に 虫垂 と 盲腸 の あい だ に 
2 本 の ワイ ヤー を 括り 、 ガイ ドラ イン に メス を 入れ て 虫垂 を 
切り 離す 。 あと は 虫垂 を 回 収 ト レイ に 乗せ 、 切除 痕 に 人 工 膜 
を 乗せ て ヒー ル ゼ リー ー で 定着 させ れ は 処置 完了 。 た だ し 
処置 中 に 肛 が 発生 する こと が あり 、 処置 を 行なう 部 位 に 騰 が 
発生 し た 場合 に 腹 の 吸引 を 行なっ て いな いと 処置 が で き な 
か っ た り 、 「Miss」 に な っ て し まう の で 注意 し た い 。 


炎症 剤 の ビン も ある の で 間違わ ず に 自 
| 色 の 液体 を 吸引 し 、 虫垂 に 投与 。 ほ か 
衣 | の 部 位 に 投与 する と 「Miss」 に な る 。 


胆 衰 の 切り 離し に 成功 すれ ば 胆石 は 発 
較 | 生 し な く な る 。 あと は 胆 衰 の 治療 だ け に 
| 集中 し て 処置 を 進め て いこ う 。 


アノ 人 
NE 
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騰 の 発生 回 数 も 評価 に 影響 する 。 再 
発 が 8 回 以下 な ら 「Cool]、4、5 回 は 


207000e 「Good」、 6 回 以上 が 「Bad」 に な る 。 6 ドド ま ) 央 ] 

【 手 順 】 1 ヾ 注射 器 腸 可 に 鎮痛 剤 を 投与 する 

1 ヾ 注射器 虫垂 に 鎮痛 剤 を 投与 する “ ' の ヘ メ ス ガイ ドラ イン に 沿っ て 胆 衰 の 一 部 を 切り 離す ET イシ 

2 ヽ メス ガイ ドラ イン に 沿っ て 虫 垂 問 膜 を 切り 離す NN ANNN WW “ 間 MNMO 電 だ 痢 / 作 0 り 8 NH 

3 ー と 盲腸 の あい だ を 括る (2 ヵ 』 ER nksowwwm 病 M 2 2 と 3 を 繰り 返し て 胆 衰 を 切り 離す ( 6 
内 に 1 し.AKArGES Ain 評価 ホイ 2 ド に 関わる 要 ・ 血 だ まり の 再発 回 数 を 少な くす る 


4 ヽ ヘ メ ス ガイ ドラ イン に 沿っ て 虫垂 を 切り 離す 
和 伺 ノ ピンセット 切り 離し た 虫垂 を トレ イ へ 運ぶ 

6 ノノ ピンセット 人 工 膜 を 切除 痕 に 乗せ る 

プ づ ヒー ル ゼ リー 人 工 膜 を 定着 させ る 


| 島 ( 少 ド レー ン 血 だ まり を 吸い 取る 

6 ノビ ピンセット 切り 離し た 胆 衰 を トレ イ へ 運ぶ 
プ の 全 と 糸 創 胆管 の 出血 部 分 を 縫う 

月 づ ヒー ル ゼ リー 出血 部 分 に 塗る 


・ 鎮痛 剤 を 正しい 場所 に 打つ 


・ 切 り 離 し た 胆 圭 を 落と さ ず に トレ イ へ 運ぶ 
・ 縫 合 線 の 長 さ が 規 定 以上 あり 、 左右 幅 が 正確 
・ 縫合 の 折り 返し の 回 数 が 規定 以上 ある 
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・ 虫垂 や 人 工 膜 を 術 野 に 落と ざさ な い 
・ 騰 の 発生 回 数 を 少な くす る 


